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０．研究の意義
テレビドラマ『ちりとてちん』は、ＮＨＫ連続テレビ
小説（いわゆる〈朝ドラ〉）の、平成 19 年度下期に放映
された作品である。正確には、平成 19 年 10 月１日～平
成 20 年３月 29 日の間、月曜～土曜の毎日（平成 19 年
12 月 29・31 日・平成 20 年１月１～３日を除く）、ＮＨ
Ｋ総合において８時 15 分～ 30 分に本放送が放映された
（再放送は原則として同日の 12時 45分～ 13時。この他、
衛星第二放送で７時 30 分～ 45 分及び 19 時 30 分～ 45
分、ハイビジョン放送で７時45分～８時にも放映された）。
放送週は 26週、放送回（話）数は 151 話にのぼる（各週
６話が原則であるが、第十三週は５話、第十四週は２話で
ある）。作・脚本は藤本有紀氏、制作統括は遠藤理史氏で、
原作はなく、藤本氏の書き下ろしオリジナル作品である。
同ドラマは、総合での本放送の視聴率こそ振るわなかっ
たものの、ファンを対象にしたイベントの類への参加申
込はこれまでにない活況を呈し、本編放映終了から五カ月
が経過した平成 20年９月にもなお、ＮＨＫ主催のファン
ミーティングが開催されたほどである。また、放映終了後
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に出版された完全版ＤＶＤの売れゆきは、〈朝ドラ〉史上
最高のものとなった。さらに、〈朝ドラ〉としては初めて
となるスピンオフドラマ（『ちりとてちん外伝　まいご三
兄弟』。平成 20年７月から８月にかけて、ＮＨＫの各チャ
ンネル・地域で放送された 43分の番組である）も制作さ
れた。
これらの事態から、『ちりとてちん』が従来に例をみな
いほどの人気を博した作品である、と断じてさし支えない
であろう。何よりも、連続テレビ小説を制作しつづけてい
るＮＨＫ自身が「朝ドラ史上空前のムーブメント」（『ＮＨ
Ｋウイークリーステラ』中とじ特別小冊子『ちりとてちん 
めいっぱい！』による）と評しているほどである。
このような人気ぶりの背景には、緻密な設定・伏線など
を施した、脚本の質の高さがあることが、各界から指摘さ
れている。このことから、ＮＨＫ、ひいてはわが国のドラ
マ史に残る名作の一つに数えてよいものと考えられ、その
人気の余韻さめやらぬ現在の時点で、これを研究の題材と
することには、一定の意義がある。
次に、『ちりとてちん』は、上方落語という話芸、すな
わちことばを媒介にしたわが国独自の芸能分野がモチー
吉
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フの一つとして採用されており、そのこと自体、日本語学
的視座からの研究の対象に相応しいと言えるが、何より同
ドラマにおいては、後に詳しく検討するように、人物の名
称および呼称が、作品構想全体のなかでかなり重要な位置
を占めている。このことは、表現のありようを入口にして
虚構作品の構想に迫ろうとする表現学の研究対象として、
いよいよ好適であることを意味する。
そして、『ちりとてちん』の主な舞台となった地は、福
井県（小浜市・鯖江市など）及びいわゆる関西（大阪市など）
である。筆者（中村）は、関西（兵庫県）が生育地であり
通算約二十九年間在住した。そのうち約十年間は、大阪市
とその周辺に通学または通勤した。さらに、福井県（鯖江
市）に約十五年間在住・通勤している。その結果、両地の
方言や風俗にも通じており、いわゆる上方芸能にも親しん
で育ってきた者である。従って、同ドラマの科白・ナレー
ションなどの聴取やニュアンスの感得についても有利で
あり、同ドラマを分析するのに適した資質を有した表現学
の研究者である、と言えよう。
これらが、今、『ちりとてちん』について、人物呼称・
名称の分析研究を、筆者が、行おうとする所以である。
１．人物名称・呼称と作品構想との関連
１．先行研究
虚構作品の登場人物呼称を手がかりに、人物造型、さら
には主題を含めた作品構想をも解明する、という意図での
研究は、主に古典文学、それも、源氏物語に代表される中
古の作品を対象になされることが多い（例えば、『源氏物
語の主題と表現世界 －人物造型と表現方法－』（1994 勉
誠社）をはじめとする森一郎氏の一連の研究である）。
これは、この時代の作品が、登場人物の固有名を文章中
に出さず、一般名詞としての、身分・性別・官職など人物
属性による呼称で示す表現法がとられることが多いため
であろう。固有名詞を使用しないということは、呼称にゆ
れの起きる可能性やその振幅が大きく、そこに表現意図が
あらわれる余地もまた大きい、ということである。そして、
その人物呼称に込められた表現意図を体系化することで、
作品の構想をうかび上がらせる、という操作が比較的しや
すいのである。
そのような呼称をとらない近現代の文学を対象にした
類似の研究は、当然ながら多くはない。その数少ない例の
一つに、「漱石の人物呼称表現 ─『虞美人草』から ─」
（阿久津友希。『国語表現研究』第九号 1996 国語表現研究
会 所収）がある。同論考が成立し得た要因は、以下（１）
及び（２）の引用に示す点にある。
（１）語り手が、登場人物視点と一体化する一般小説と
は異なり、登場人物から分離・独立して存在する“語
り手”が、作品世界を客観化（観察）することによっ
て、読み手に作品世界を映像化させ、臨場体験（ヴィ
ジュアライズ）させるという、彼（中村註・漱石
のこと）の表現態度の一つが、ここにある。（下線
原文）
（前掲「漱石の人物呼称表現」）
（２）　つまり、人物呼称を小説で活用するのは、別の
新たな効果（役割）をねらう意図があることが推
測される。その典型でもあり、特殊なパターンと
して位置付けられるのが『虞美人草』の人物呼称
である。
（前掲「漱石の人物呼称表現」）
『虞美人草』においてこの二つの条件が出会ったことに
よって、いわば例外的に近代文学におけるこの種の論考が
成立したのである。
阿久津氏は、（２）にいう〈別の新たな効果〉とは、呼
称によって、〈本人（当該人物）の視点による、主観的な
人間関係を表す〉こと、及び、〈一般の人間関係を表す〉
こと以外の効果である、とし、具体的には、〈表現主体（漱
石）の意図を反映させる、“傍観者＝語り手”の価値意識（主
観）を現出する機能〉である、としている。漱石の意図を
反映させる、ということは、すなわち作品構想を具現化し
ている、ということになるのである。
２．テレビドラマにおける人物呼称
では、本稿で扱おうとしているテレビドラマにおいて
は、人物呼称がどう位置づけられるであろうか。
テレビドラマにおける、小説でいう〈語り手〉に相当す
3るのは、ナレーションであろう。しかし、テレビドラマで
ある以上、ナレーションが（１）にいう〈読み手に作品世
界を映像化させ、臨場体験させる〉という機能を果たす必
要がないことは、言うまでもない。〈作品世界の客観化〉は、
必要な場合もあればそうでない場合もあるであろう。登場
人物への感情移入を促し、感動を共有させるタイプの作品
ないし場面、逆に登場人物を相対化して、視聴者の笑いや
怒りなどの対象にするタイプの作品ないし場面、いずれも
あり得る。さらに言えば、それらの視聴者に対する誘導は、
俳優の演技・映像・ＢＧＭ・効果音などによっても行い得
るものであり、必ずしもナレーションによる必要はない。
この当然の帰結として、ナレーションのないテレビドラマ
というのも、それほど珍しくはないし、ナレーションのあ
るドラマであっても、相当長時間にわたってナレーション
が入らない、という場合もまた珍しくない。
対して、科白のないテレビドラマというのは、通常考
えられない。そこで、テレビドラマにおいて言語による表
現の主たる形態は、科白ということになる。しかし、科白
は登場人物の口から発せられる以上、そこにあらわれる人
物呼称は、〈主観的な人間関係〉しかあらわしようがなく、
これを分析しても、作品構想には迫りにくい。
小説文章においては、地の文（語り）が主で会話文が従、
と考えるのが自然であろう。テレビドラマと逆に、会話文
のない小説というのも十分あり得るからである（会話文の
みによる小説ももちろんあり得なくはないが、それはかな
り意図的な特種に属することになろう）。テレビドラマで
は科白が主でナレーションが従、と逆転している。
さらに、テレビドラマは、小説が読者を意識する以上に、
視聴者を意識して作られるものであろう。視聴者に対する
「分かりやすさ」がかなり優先されるものであろう。それ
は、（録画などの手法を別にすれば）後戻りのきかない時
間芸術であるという根源的な理由、またテレビというマス
メディアを通じて発信される以上、小説よりも広い受容者
層を想定せざるを得ず、さらに視聴率向上の要求が各方面
から厳しく寄せられる、といった事情にもよる。
それゆえ、人物呼称においても、それが科白のなかであ
れナレーションのなかであれ、視聴者（とりわけ毎回続け
て観ているとは限らない視聴者）への配慮から、できるだ
けゆれをもたらさない、すなわち、ある人物が別のある人
物を呼ぶ際の呼称は、統一されるのが通常である。変更さ
れるのは、人間関係や人物名称そのもののよほど明確な変
化（結婚を典型とする）によるか、感情表現などのための
臨時的な変更か、いずれかであろう。
従って、テレビドラマというものは、一般論としては、
人物呼称から作品構想を考察する研究には不向きである、
と言わざるを得ない。
３．『ちりとてちん』の特殊性
そのなかにあって、筆者が敢えて『ちりとてちん』の人
物呼称・名称を考察対象とするのは、同作品の特殊性を、
以下に述べる三点において認めるからである。
第一に、視聴者の「分かりやすさ」を、少なくとも従来
の〈朝ドラ〉のようには（意図して）重視していない、と
いう点である。同ドラマのメインディレクターの一人であ
る伊勢田雅也氏は（３）のごとく言う。
（３）朝ドラは“時計代わり”にサラッと見られればい
い─つまり、変に演出が頑張ってもしょうがな
いだろうという感覚が、あると思うんですよ。た
ぶん、見る側にも、つくる側にも。
　　　 でも、それを壊したかったんです。サラッと見
られない、流し見できない朝ドラにしたかった。
（『ＮＨＫウィークリーステラ平成 20年８月 25日
臨時増刊号　ちりとてちんメモリアルブック』　
ＮＨＫサービスセンター　88 頁）
この意図は十分に実現されているといえる。例えば、平
成 20年１月９日付『朝日新聞』文化面「観流」欄におい
て「『ちりとてちん』時計代わりにならぬ充実度」（大西若
人 筆）と題する好意的な批評がなされている。
このことは当然、人物呼称にもあらわれている。例えば、
主人公である喜代美の呼称は、二人称に限っても十指に
余るバリエーションがあるのである（「おまえ」・「あんた」
などの、代名詞による呼称を除いての数である）。しかも、
人物呼称の時間軸上の変化は、必ずしも社会的人間関係の
変化とは対応しておらず、テレビドラマとしてはかなり大
きなゆれを見せている。そこには表現意図が介在する。
第二に、同ドラマ内では、人物呼称が作品構想を高次元
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（１）
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に反映している、という点である。
単に呼称によって人間関係や一回的な感情を表現する、
という次元のみならず、後に詳しく検討するが、例えば、
人物造型に共通点のある人物には同種の一人称を使わせ
ていたり、逆に対照的な人物造型の人物同士に敢えて同じ
一人称を使わせることで、その対照を際立たせていたりす
ることを指す。また、人物呼称の使われざまの総体が、作
品全体のムードを醸成しもする。
つまり、人物呼称が、個々の場面での表現手法にとどま
るのではなく、作品構想レベルから体系的に統括されてい
る。これをもって高次元というのである。これは、テレビ
ドラマに限らない、あらゆる虚構のなかでの、この作品の
特殊性である。
第三に、そもそも人物呼称の一つの下敷きとなるべき人
物名称そのものが、既に主題と絡めて設定されている点で
ある。後に具体的に例示するように、この作品の一つのモ
チーフである上方落語に由来する人物名称がかなり多い。
また、主人公の和
わ
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が転校した小学校で和
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だ
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きよ
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み
というクラスメートと出会うことからストーリーが始ま
ると言ってもよく、「名前」そのもの、とりわけ「同じ名前」
というのがまた一つのモチーフとなる。
「同じ名前」というモチーフをとる虚構作品として、矢沢
あい氏の漫画（映画・テレビアニメ化もなされた）『ＮＡ
ＮＡ』や、ドイツの児童文学作家ウルズラ・ヴェルフェル
氏の小説『灰色の畑と緑の畑』（『灰色の畑と緑の畑 新版』
2004 野村ひろし訳 岩波文庫 所収。二人のフワニータ
が登場）、それに手塚治虫氏の漫画『アドルフに告ぐ』（三
人のアドルフが登場するが、実質はアドルフ・ヒトラーを
除いた二人の物語である）などが知られている。『ちりと
てちん』も、二人が同じ名前でありながら、性格ないし境
遇があまりに異なることから、敵対したりコンプレックス
の種になったりする、という点では先行の作品群と共通し
ている。
ただ、『ちりとてちん』の二人のキヨミの対照は、人物
の対照にとどまらない。やはりモチーフの一つとなってい
る、「伝統技芸の継承」における価値観や方法論の違いと
も重なっていく。両キヨミとは異なる人物同士の複数の対
立関係にも重ねられるのである。喜代美と清海を含め、上
方落語に由来する名称をもつ登場人物達が、それぞれ対応
する落語の登場人物達と共通点をもちながらも、何かを
きっかけに、それを超えた人物像を得る、もしくは、もっ
ていたことが判明する、というかたちで、原典を包含して
凌駕する魅力をもったパロディとして成立している。さら
に、喜代美と清海とが同じ名前であることの劇
、
中
、
で
、
の
、
理由
（つまり、二人のそれぞれの親が娘に同じ名前を付けたの
は、偶然ではなかったのである）は最終週になって明かさ
れるが、これもまた、主題に関わる理由である。
これらのことから、人物呼称及びその大本となる人物名
称は、『ちりとてちん』を分析する上での重要な観点であ
る、と判断できるのである。
２．対象テキストとドラマの概要
１．対象とするテキスト
『ちりとてちん』は初めからテレビドラマとして創作さ
れたものであり、原作がないことは前述のとおりである。
従って、放映されたドラマそのものが最もベースとなるテ
キストである。もちろん脚本はあるわけだが、これの入手
は部外者には困難である。また、撮影の現場で科白などが
脚本と変わることもままあることだと仄聞するので、入手
したとしても、テキストとして適切ではない。
そこで、あくまで衆目に晒された形であるドラマの画
像・音声を本研究の主要なテキストとする。ただし、放映
された番組そのものを録画してはいないので、テキストと
して用いるのは、完全版ＤＶＤ（全三巻いずれも 2008 Ｎ
ＨＫエンタープライズ 発行）の映像・音声とする。
また、必要に応じ、総集編ＤＶＤ（2008 ＮＨＫエンター
プライズ 発行）に収録されている総集編及びスピンオフ
（『ちりとてちん外伝　まいご三兄弟』）をも参考映像・音
声資料として援用する。
 
２．あらすじ
『ちりとてちん』の大まかなあらすじであるが、ドラマ
の惹句として、「自信なし！ 特技なし！ 将来の夢なし！ 
バラ色の未来を妄想しては、現実とのギャップに凹む毎
日。そんな悩める " へたれ " な女の子・和
わ
田
だ
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き
代
よ
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が、 高
校卒業を目前に一大決心！ 故郷の福井・若狭から大阪へ
と飛び出し、そこで上方落語と出会います。やがて彼女は
5落語家を志すことに。等身大のヒロインが繰り広げる、恋
あり涙あり笑いありの人情エンターテインメント！」（ノ
ベライズ本上巻帯による）といった文言（その時々で細か
い表現が異なるが、概ねこれに類する）が用いられていた。
この惹句はあまりに大雑把に過ぎ、また本編が完結した
現在、少なくとも前半のストーリーには合致しているもの
の、はたしてこのとおりのドラマと言えるかどうかも疑問
が残る。
【図表１】に本編前半の、【図表２】に本編後半及びス
ピンオフの、それぞれ各放送週ごと（スピンオフは一回の
みの放送）にあらすじをまとめ、劇中の年代（あくまで本
筋の年代であり、回想・妄想シーンなどは考慮外）ととも
に示した。「小浜側」と「大阪側」を対比したのは、後述
するような、「シンクロ」がみられるのを分かりやすくす
るためである。なお、両図表で本編を「第一期」～「第四
期」の四期に分けているのは、公式のものではなく、ストー
リーの大きな切れ目と一カ月半ごとの放送期間の切れ目
とが合っているため、便宜上中村が分けたものである。た
だし、『ちりとてちんメモリアルブック』におけるあらす
じ解説は、ほぼこれと同じ四パートに分けられている。
３．人物名称と作品構想
１．主要な登場人物
以下に、本研究に関わる主要な登場人物の名称と簡単な
属性・人間関係を記す（人物の順序は、ほぼ登場順である）。
これ以外の人物については、後の引用部で必要に応じて解
説を加える。
登場人物の名称は、ドラマのオープニングで（ただし最
終話及びスピンオフのみはドラマ中にスタッフロールが
流れた）字幕表示された名称とし、それ以外に劇中社会的
に通用している名がある場合は、括弧書きで併記する。落
語家も多数登場するが、初登場時に芸名を持っていた落語
家は芸名で、そうでない落語家は（芸名がついた後も）本
名で、表示された。また、ストーリーの進行によって途
中で表示される名称に変更があった人物については、「→」
で示し、その旨を変更理由とともに記した。
なお、呼称については、本章では言及せず、後の考察に
委ねる。また、名前の由来として解説しているのは、あく
まで作者が登場人物としての名前を付与するにあたって
の由来であり、劇中の人物（親や師匠）による命名につい
て述べたものではない。
和
わ
田
だ
喜
き
代
よ
美
み
→ 結婚に伴い第 18週以降 青
あお
木
き
喜代美・（芸名
徒
つれ
然
づれ
亭
てい
若
わか
狭
さ
）
本ドラマの主人公である。従来のいわゆる〈朝ドラヒ
ロイン〉像とは異なり、ネガティブな思考をする傾向があ
り、妄想癖がある。草若（三代目）の五番弟子となり、女
流落語家となる。名前は上方落語によく出てくる仲良しコ
ンビ、うっかり者の「喜
き
六
ろく
」としっかり者の「清
せい
八
はち
」に因む。
和田糸
いと
子
こ
（旧姓木
き
野
の
）
喜代美の母である。直観が鋭く、問題解決能力にもすぐ
れるが、とぼけたキャラクターでもあり、突拍子もない言
動が多い。喜代美は前半では糸子に反撥するが、やがて「お
かあちゃん」の手本として見る。名前は、落語「たちぎれ
線香」に出てくる芸妓「小
こ
糸
いと
」に、旧姓はその芸妓の置屋
である「紀
き
ノ庄
しょう
」に因む。
和田正
まさ
典
のり
喜代美の父で正太郎の長男である。塗箸修業を始めよ
うとするが、すぐに正太郎が死去、かつて正太郎の弟子で
あった秀臣に伝統塗箸を教わり、やがて独立して和田塗箸
店を開く。頑固な職人肌を正太郎から受け継いでいる。
和田正
しょう
平
へい
喜代美の二歳下の弟である。子供の時から冷静かつ大人
びた視点で物事を見ていて、頭がよい。よく気が回って他
人の気持ちを察し、時に喜代美の気持ちを喜代美以上にう
まく言葉にしたりもする。手先が器用で、工作も得意であ
る。恐竜に関心をもち、恐竜博物館の学芸員を志す。
和田小
こ
梅
うめ
喜代美の祖母である。元芸者で粋を解する。家族を厳し
くも優しい眼で見ており、その心中を察することにも長け
ている。礼儀にはうるさいものの、秀臣に対しては、正太
郎を裏切った人間として激しい怒りの念を抱きつづける。
和田正
しょう
太
た
郎
ろう
喜代美の祖父である。伝統若狭塗箸職人で、一本気なと
ころがある。工房ではいつも落語のテープを聴きながら仕
事をしている。喜代美もその落語を気に入り、正太郎と仲
よくなる。喜代美に人生の指針となる言葉を残す。
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（１）
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和田小
こ
次
じ
郎
ろう
喜代美の叔父で、正典の弟である。無職のフーテン男で、
それを責められると、自分のことを和田家の厄介者と自虐
的に言ったりする。奈津子に好意を抱き、大阪で奈津子と
暮らしはじめ、後に結婚した。
和
わ
田
だ
清
きよ
海
み
喜代美と同姓同名の同級生であるが、血縁関係はない。
喜代美が転校してきた小浜の小学校で同じクラスにいた。
才色兼備の人気者である。大学に通うため喜代美と同時期
に大阪に出る。やがて小浜に戻り、父の塗箸製作所を手伝
うようになる。その頃には、夢を実現して幸せを手にした
喜代美を羨む。しかし最終的にはその仕事に生きがいを感
じる。名前は喜代美と同じく「喜六」と「清八」に因む。
和田秀
ひで
臣
おみ
清海の父である。かつて正太郎の弟子として伝統若狭塗
箸の修業を積んでいたが、自分の才能の限界と経済性から
見切りをつけ、正太郎の許を去り、機械で大量生産する塗
箸製作所を起こして成功、小浜の名士となる。正典の和田
塗箸店と敵対するように見えて、実は陰から何かと援助を
続ける。
和田友
とも
春
はる
→ 結婚に伴い第 18週以降 野
の
口
ぐち
友春
清海の兄で秀臣の長男である。塗箸製作所の跡取りであ
ることや、人気者の清海が妹であることを子供の時から自
慢しているものの、自身はアホボンと周囲に陰口を叩かれ
期 週 劇中の年代 小浜（福井）側の主なできごと 大阪側の主なできごと
? ??
? ??
?
第１週 昭和 57年
喜代美一家、小浜の正太郎の家に越してく
る。喜代美、清海らと出会う。正太郎とと
もに落語のテープを聴く。正太郎死去、弔
問に訪れた秀臣を小梅が追い返す。正典、
秀臣に正太郎の塗箸を教わりはじめる。
第２週 平成３～４年
正典、自宅で塗箸店を始める。喜代美、学
園祭の三味線に挫折。取材に来た奈津子と
出会ったのをきっかけに、自分を変えるた
め、高校卒業とともに大阪へ旅立つ。
第３週 平成４年
糸子、行方の分からない喜代美を心配する。 喜代美、大阪で引退状態の草若邸に下宿、草
若を慕う草々、父草若を軽蔑する小草若らと
出会う。奈津子のアシスタントを始める。
第４週 平成４年 喜代美、草々の高座復帰を後押しするため下座を務め、好意を抱く。清海と再会。
第５週 平成４年
喜代美、貧窮する和田家を盛り上げようと奮闘。
草々が訪れ、落語で和田家の笑顔を呼び戻す。
あのテープが草若の声と分かる。正平、恐竜研
究を志し大学進学希望を正典に申し出る。
草々、清海に好意をもつ。喜代美、失恋の
痛手で帰郷。草々、草若に高座復帰を迫るが、
草若は草々につらくあたり、相手にしない。
第６週 平成４年
草々、廃業していた草原・四草に落語を教
わろうとする。喜代美、草原・四草を説得、
二人が落語家に復帰。草若は無関心。
第７週 平成４年
草々・草原・四草が落語会の準備、喜代美も手
伝う。和田家一同も訪れる。小草若、草若と和解。
小次郎、奈津子と意気投合。落語会当日、小草
若の失策を救うため、草若が高座復帰。
? ??
? ??
?
第８週 平成４年
正典、当初は喜代美の弟子入りに反対する
が、正太郎との縁から思いなおし、大阪へ。
喜代美落語家になることを決意、反対する糸
子を「倒し」て、草若に弟子入りを願い出る
が断られる。結局正典の口添えで許される。
第９週 平成５年
喜代美、正式に草若に弟子入り。奈津子、
喜代美の取材を開始。喜代美、内弟子修業
と稽古に七転八倒。「若狭」の芸名をもらう。
第 10週 平成５年 正典、百貨店からの注文に喜ぶ。糸子、喜代美の二度めの高座成功を願い地蔵に百日参り。
喜代美、初高座で大失敗。草々と清海、本格
的に交際。喜代美、二度めの高座でやっと成功。
第 11週 平成５年
百貨店の話が秀臣のさしがねと分かり正典
が激怒するが、糸子の説得で注文に応じる。
小次郎、正典と喧嘩して家出。
喜代美、草々と清海のことで落ち込み、稽古
にも集中できず自己嫌悪、やがて清海と腹を
割って話す。清海、自分の夢に正直になるた
め、草々と別れ東京へ。小次郎、奈津子と同棲。
第 12週 平成７年
正平、大学に進学、本格的に恐竜研究の途へ。一門会の開催が決まるが、小草若が暴行事
件を起こす。草々は罪を被り破門になる。が、
喜代美が連れ戻し草若も許す。
第 13週 平成７年
一門会成功、一門の天狗芸能復帰と喜代美
の年季明けが決まる。草々と喜代美、お互
いに思いを自覚、除夜の鐘とともに婚約。
【図表１】各週のあらすじ（本編前半）
7ている。後に初めて自らの生き方を真剣に考え、順子と結
婚して「魚屋食堂」に婿入りし、後継者となる。
野口順
じゅん
子
こ
喜代美の同級生で、若狭の名物である焼鯖を供する「魚
屋食堂」の一人娘である。喜代美に対して常に冷静で洞察
力に富んだアドバイスをし、親友であると同時によき相談
相手でもある。
緒
お
方
がた
奈
な
津
つ
子
こ
→ 結婚に伴い第 26週のみ 和田奈津子
大阪在住のフリーライターである。若狭塗箸の取材で和
田塗箸店を訪れたのをきっかけに、和田家との関わりが始
まる。喜代美の眼には、都会的で自立した理想の女性像に
映り、これが喜代美が大阪に出るきっかけとなる。しかし
実際は家事など全くできず自室は散らかり放題でがさつ
な面がある。一時喜代美をアシスタントとするが、喜代美
が草若（三代目）に入門してからは、珍しい女流落語家の
成長を本にまとめることをライフワークと定め、喜代美を
取材しつづけるとともに草若邸に出入りする。喜代美には
要所で的確なアドバイスをする。
徒然亭草
そう
若
じゃく
（三代目）・（本名吉
よし
田
だ
仁
じん
之
の
助
すけ
）
上方落語四天王の一人とされる大御所の落語家だが、故
あって廃業していたところに、喜代美が偶然転がり込む。
その後、落語家に復帰して、喜代美を弟子にする。喜代美
は最初に会った時から草若に正太郎の面影を見ていたほ
か、喜代美にとって人生の師匠ともなる。芸名は古典『徒
期 週 劇中の年代 小浜（福井）側の主なできごと 大阪側の主なできごと
? ??
? ??
?
第 14週 平成８年 一同、喜代美の突然の婚約に驚くが、祝福。 喜代美と草々、婚約から三日後に挙式。
第 15週 平成８年
糸子、正典に秀臣の製作所との合併を進言、夫
婦喧嘩に発展し、家出。正平、家の事情から進
路に悩む。草々が訪れる。順子と友春、交際。
喜代美、ＴＶタレントとしての仕事が増え、
草々の収入を上回り、気持ちがすれ違う。
ついに喧嘩になって草々が出て行く。
第 16週 平成８年
喜代美、草々と仲直りのため帰郷。順子、友春
の子を妊娠、喜代美らの協力と説得で結婚にこ
ぎ着ける。その過程で喜代美と草々が和解。
草若、喜代美に草々と会うよう勧める。
第 17週 平成８年
喜代美と草々、正典夫婦のため夫婦落語会を開
き、正典と糸子が和解。正平、恐竜研究の途を
断念。喜代美と草々、入籍。清海、失意の帰郷。
草若、喜代美のＴＶの仕事を抑えるよう手
配。（スピンオフの主たるストーリーはこの
週のこぼれ話である）
第 18週 平成 11年
小浜で落語会をした草若が和田家を訪れ、弟子
達について糸子に語る。糸子、草若の様子に不
審を抱く。正平、フーテン風フリーターに変貌。
喜代美、落語がうけなくなったことに悩み、
兄弟子らに相談。帰宅した草若に、創作落
語をやるよう命じられる。
第 19週 平成 11年
清海、製作所の手伝いと静の看病に明け暮
れ不本意な日々。正平、正典に塗箸を習い
はじめる。
糸子、草若の病を確信し、身辺の世話のため来
訪。草若、常打ち小屋作りにのりだすが、ほど
なく倒れ入院。喜代美、創作落語作りに難渋。
第 20週 平成 12年 草若、弟子達に最後の稽古。「草若弟子の会」で喜代美は創作落語に成功、同時に草若死去。
? ??
? ??
?
第 21週 平成 12年
清海、塗箸製作所を継ぐための見合いを秀
臣に勧められる。
草々、木曽山を弟子にし、喜代美はおかみさん
となる。清海、草若邸に出没。木曽山の虚言癖
露顕、破門されそうになり、喜代美がとりなす。
第 22週 平成 12年
喜代美、高座のため小浜へ。秀臣、清海の見
合いを中止、製作所の先行きに絶望、一時失
踪するが、これまでの心境を吐露、小梅と和解。
清海、喜代美に恨み言を言って去る。小草若、
草若を継ぐ立場に苦悩。草々も師匠たるこ
とに悩み、草原・四草に励まされる。
第 23週 平成 12年
正平、塗箸を継げないと告げて正典と諍い、
家出。
正平、草若邸に来る。木曽山、初高座が決
まるが不満を吐露、草々と喜代美に叱られ
改心、正平にも諭される。喜代美、おかみ
さんとして木曽山のため張り切り、無事に
初高座を終える。
第 24週 平成 12・14 年
正平、正典と和解、教員をしながら学芸員
を目指す決心をする。小草若、小浜に現れ、
喜代美も会いに訪れる。清海、今の仕事に
生きがいを見出し、塗箸イベントを企画、
喜代美に出演を依頼。小草若、イベントで
進退窮まった喜代美を救うため、高座復帰。
小草若、高座をすっぽかし、落語家を辞め
ることを決意して失踪。鞍馬、常打ち小屋
作り助力の条件として、草若襲名披露を指
示。誰が襲名するかで一門がもめる。
第 25週 平成 14年
正典、総理大臣賞受賞、名実とも正太郎の
後継者となる。清海、正典に伝統塗箸を習う。
関係者皆が常打ち小屋の資金を寄付。
小草若、将来の草若襲名を決意。一門、自
力での常打ち小屋作りにとり組む。小次郎
と奈津子、結婚。
第 26週 平成 18～19 年
清海、塗箸製作所社長になり、常打ち小屋
をバックアップ、喜代美とも完全に和解。
正平、念願の恐竜博物館着任。喜代美、出産。
草若邸を改装した常打ち小屋完成。喜代美、妊
娠。落語家引退・おかあちゃんになることを決
意。草原、大阪府から表彰。四代目草若襲名披露。
スピンオフ 平成 20年 喜代美、子育てに奮闘（劇中には登場せず）。四草、独演会。草々、前座で創作落語を演じる。
【図表２】各週のあらすじ（本編後半及びスピンオフ）
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（１）
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然草』、本名はその作者の吉田兼好に因む。
徒然亭草
そう
々
そう
・（本名青木一
はじめ
）
草若（三代目）の二番弟子で喜代美の夫となる。上方落
語若手三国志の一人とされる実力派であるが、身寄りがな
いこともあり、草若が廃業して他の弟子達が離れた後も草
若の側を離れず、自らも高座に上がれずにいた。喜代美の
尽力で高座に復帰した。草若に破門されかけた事件をきっ
かけに自分の喜代美に対する好意に気づく。草若の死後
は、木曽山の師匠として指導に励む。芸名は『徒然草』の他、
『三国志』の曹操に因む。
磯
いそ
七
しち
草若邸向かいの居酒屋「寝
ね
床
どこ
」の常連で、散髪屋である。
落語通であり、徒然亭一門のことを常に気にかけていて、
落語会などを世話してくれる。名前は、上方落語に登場す
る床屋の「磯
いそ
七
しち
」に因む。居酒屋の名は落語「寝床」に因む。
菊
きく
江
え
同じく「寝床」の常連で、仏壇屋を営む。志保とは友人
であった。志保の死後は、小草若にとって母親代わりでも
ある。名前は、落語「菊江の仏壇」に因む。
徒然亭小
こ
草
そう
若
じゃく
→ 襲名に伴い最終話のみ 徒然亭草若（四
代目）・（本名吉田仁
ひと
志
し
）
草若（三代目）と志保の一人息子であり、草若（三代目）
の三番弟子でもある。草若（三代目）に弟子入りを申し出
ると決意していた日の前日に草々が入門し、間の悪さに
しょげて以来、落語の才能でも草々にコンプレックスを抱
く。落語のレパートリーも少なく下手である。喜代美に好
意をもつが、喜代美は異性としての関心をもたない。草若
（三代目）の死後は、草若の名を継ぐのに相応しい落語家
とならねばならない重圧に悩む。なお、彼が草若の芸名と
なったのは最終話であるため、これ以降特に注釈なく「草
若」と記す時は、前述の三代目を指すものとする。
吉田志
し
保
ほ
草若の妻で小草若の実母である。お囃子さんを務めて
いて、草若との間の信頼関係も厚く、特に草若が十八番で
ある落語「愛宕山」を高座にかける時は、必ずと言ってい
いほど志保をお囃子に従えた。幼くして母を亡くした草々
は、実の母のように慕っていた。しかし、若くして病気で
死去する。なお、志保の死去は喜代美の入門前であるため、
回想シーンにしか登場しない。
徒然亭草
そう
原
げん
・（本名原
はら
田
だ
優
まさ
夫
お
）
草若の一番弟子である。落語の技術や知識は一流だが、
あがり症で本番に弱く、あまり客の反応がよくなかった。
このため、草若の廃業を機に自らも廃業していた。しかし、
喜代美の説得に応じ、落語家に復帰する。その後は腕を上
げるとともに、落語講座を開くなどして上方落語の普及に
努め、草若の死後は総領として一門をまとめる。
徒然亭四
しい
草
そう
・（本名倉
くら
沢
さわ
忍
しのぶ
）第 18 週水曜（第 100 話）の
み入門前の回想があるため本名が括弧書きで表示された
草若の四番弟子であるが、大学を出て商社に勤めた後
に弟子入りしており、兄弟子の草々や小草若よりも年上で
ある。いわゆる妾の子で、父の顔を知らない。小ずるい算
段が得意である。身近な人への彼なりの思いやりの心を秘
めているが、それをストレートには表現できず、クールで
傍若無人な言動をする。やはり草若の廃業と同時に廃業し
ていたが、喜代美らの説得により復帰する。スピンオフで
は、同じ名前のシノブと自分とをひき比べ、複雑な思いを
抱く。
原田緑
みどり
（旧姓佐
さ
々
さ
木
き
）
草原の妻である。学生時代は落研に所属していたことか
ら落語への愛着があり、草原の落語家復帰を後押しし、そ
の後も何かと草原ら一門を陰で支える。旧姓は落語「佐々
木裁き」に因む。
鞍
くら
馬
ま
太
た
郎
ろう
関西随一の芸能事務所である「天
てん
狗
ぐ
芸能」の会長であ
る。草若が多額の借金を保証人である鞍馬に肩代わりさせ
たため、草若を天狗芸能から追放、廃業状態に追い込んだ。
しかし、その後草若らが独自に研鑽を積んで客を呼べるま
でに成長したのを見て、徒然亭一門を再び天狗芸能に迎え
入れる。その後も草若やその弟子らに常打ち小屋作りの援
助を依頼されるが断り、自力で這い上がることを課す。そ
ういうかたちで芸人を鍛えるのが方針である。「天狗芸能」
の社名は落語「天狗裁き」に、その名の会社の会長である
ことから「鞍馬」の名が付いた。また同ドラマには落語「愛
宕山」が頻出するが、「太郎」の名はその愛宕山に住むと
言われる「太郎坊」という天狗の名に因む。
木
き
曽
そ
山
やま
勇
ゆう
助
すけ
・（芸名徒然亭小
こ
草
そう
々
そう
）
草々の弟子である。嘘をついてひとを驚かせたり困らせ
たりするのを喜ぶ風変わりな趣味をもつ。草々が木曽山を
9弟子に取ったことにより、喜代美はおかみさんの役目をも果
たすことになり、「おかあちゃん」に目覚めることにつながる。
名前は落語「鉄砲勇助」と、そのなかで主人公が木曽の山中
に舞い降りるエピソードに因む。芸名に「うそ」が折り込ま
れているが、作者が意図してのものかどうかは不明である。
この他、ナレーションは、喜代美がドラマ本編終了から
二十年後、すなわち五十歳台くらいになった時点から回想し
ている、という設定（この設定は最終話でナレーション自体
によって明らかになった）でなされている。このため、ナレー
ションでも喜代美の心情などは一人称主語（私）で語られる。
ただし、スピンオフにおいては、草々のノンフィクション創
作落語の内容を映像化した劇中劇が主たるストーリーである
ことから、実質的に草々がナレーション役となっている。
２．人物名称と作品構想との関係
『ちりとてちん』の作品構想には、「シンクロ」が一つの
モチーフとしてある。二つのストーリーが呼応し響き合い
ながら並行して展開する、というものである。
重要なシンクロの一つに、二人のキヨミの人生行路があ
る。喜代美は、清海と同じクラスに転校してきたことによ
り、何かと混乱した級友らが（４）で呼び名を相談する。
（４）第１週火曜日（第２話）９′ 06″～ 10′ 12″
小浜・小学校のクラスルーム
級友１「ワダキヨミが二人になってしもて、やーこしー
なぁ」
級友２「とりあえず、ＡとＢに分けとぃたら？ 音楽みた
いに」
級友３「うん、それでえーやん」
級友４「ほやけどぉ、どっちがＡでどっちがＢけ？」
〔喜代美の妄想シーン18秒〕（略）
喜代美「ええよ。私がＢで」
ナレーション「主役のＡはもう一人のキヨミ、私は脇役
のＢ。どーせみんなもそない思てんねやろと、勝手に
思い込んだのが運の尽き。この時自らＢと名乗ってし
もたことが、後
のち
々
のち
まで私を苦しめることになります。
へーっ、あの日の自分に会
お
ーて、殴ってやりたいわ！」
（註：ドラマからの引用は、以下全てこの形式で記す。「′」
は「分」を、「″」は秒を示し、これは引用が放送時間のど
の範囲であるかを、その「話」（一回の放送）の開始（オー
プニングを除く）からの時間によって示すものである。科白
などについては、中村の聴取により文字化して記す。その際
の表記などについては、ノベライズ本（『ＮＨＫ連続テレビ
小説ちりとてちん上』2007 日本放送出版協会　藤本有紀･作
　青木邦子･ノベライズ及び、『ＮＨＫ連続テレビ小説ちりと
てちん下』2008 以下同じ）その他本文中に紹介した書籍資
料などを参考にする。人物名称は太字、人物呼称は下線で示
す）
やがて、これはそれぞれエーコ（清海）及びビーコ（喜
代美）というあだ名に発展し、特に小浜側の喜代美と親し
い関係にある人物のほとんど（家族を除く）は、喜代美を
ビーコあるいはビーコちゃんと呼ぶようになる。
このビーコというあだ名は、喜代美のコンプレックスの
象徴として扱われる。ストーリー前半では、いつもスポッ
トライトを浴びている主役の清海に対し、自分は常に脇役
でなければならない、と、このあだ名で呼ばれるたびに思
い知らされるのである。清海をはじめとする周囲の人たち
の、何気ない言葉に傷ついて落ち込む。とても対等の友人
という意識はもてない。
しかし、喜代美は気づいておらず劇上も積極的には描か
れないが、清海は喜代美とこそほんとうの親友になれる、
あるいはなりたい、と思っていたのである。そして、二人
が大阪に出てきた物語中盤からは、清海の方も、闊達に落
語家になるという夢を追いつづけ実現していく喜代美に
対するコンプレックスが強くなりはじめる。
後半になると、報道キャスターになるという清海の夢が
挫折し、喜代美に対する妬ましい思いは決定的になるが、
喜代美はそれに気づくのに時間がかかる。喜代美の方は、
清海とほんとうに分かり合える友達になりたい、と願った
が、清海はなかなか素直にそうは思えない。
このように、エーコとビーコとのシンクロは、同時進行
というのではなく、むしろ裏返しになっている、というも
のである。が、それぞれに自分と異なる人物像に対するコ
ンプレックスを乗りこえて自らの生き方を定める、という
過程において、やはりシンクロしている、と言える。
二人のキヨミがそれぞれ、相手に明確なコンプレックス
を抱いている時期に、自分のあだ名に絡めて本音を相手に
ぶつける場面を（５）（喜代美）及び（６）（清海）に引く。
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（１）
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（５）第 11週金曜日（第 65 話）４′ 43″～６′ 10″
大阪・清海のマンションリビング
喜代美「何から話したらええんやら…。あたしな…」
清海「うん」
喜代美「エーコのこと…、ずっと苦手やった…。小学
校三年生の時ぃ～、小浜で会
お
ぅてからずっと」
（当惑した表情の清海）
清海「ビーコ…」
喜代美「そのあだ名も、すごぃ嫌やった。呼ばれる度
に、私はエーコの裏側のビーコなんやて。そね思とっ
た。エーコは。私の欲しぃもの何
なん
でも持っとる。綺
麗でぇ～、賢くて、スポーツ万能で、お父さんが大
きな会社の社長さんで、お金持ちで、明るくて、ク
ラスの、学園の人気者で。ずっとずっと、エーコの
こと羨んで、嫉妬しとった。（涙声になり）おんな
じ名前やのに、なんでこんなに違うんやろて」
（註：科白中の「（小字母音）＋～」は、福井方言のいわゆる〈う
ねり音調〉を示す。以下同じ）
（６）第 22週木曜日（第 125 話）３′ 47″～５′ 08″
小浜・塗箸製作所事務室
清海「ほしたらどねせぇ言
ゆ
うのお？ お父さんが望ん
どることなんやでぇ～」
喜代美「エーコが望んどらんの…」
清海「（被せるように）やめて！」
（うんざりした表情の清海）
清海「エーコやなんて…。呼ばれる度にぞっとしとっ
たわ。あんたはえー子や、わがまま言わん、親の期
待裏切らん、ほぅやないとあかんて、そね言われと
るみたぃで。（部屋の外で密かに聴いている秀臣） 
東京行くー言うた時、お父さんにー反対された。け
ど ､ 私かってえーかげん ､ えー子ちゃんのエーコか
ら逃れたかったでぇ～、人生で初めて、わがまま言ぅ
たんや。ほやけど結局、変われんかった。やっぱり
あたしは、えー子でおるしかないんやわ」
（呆然と言葉のない喜代美、黙って立ち去る秀臣）
このように、あだ名に込められた自分の性格に苦しむ二
人であるが、この対照には融和が訪れる。
エーコ的な世界、すなわち、表舞台でスポットライトを
浴び人気を集める立場、それに、ビーコ的な世界、すなわ
ち、ひとを支えスポットライトを当ててひき立てる裏方の
立場、いずれもすばらしい不可欠なものであることに、二
人それぞれが気づき、それにもとづいて、自分の生きる途
を見いだすことになる。
さらに、このエーコ的世界とビーコ的世界との対照は、
ストーリー中の他の対照ともまた「シンクロ」する。
例えば、若狭塗箸の継承について、秀臣のように、大量
生産した安い塗箸を多くの人に売ることでその存在をア
ピールする（エーコ的）立場と、正太郎や正典のように、
伝統的な手作りの技を忠実に継承して工芸品としての芸
術性を地道に追求する（ビーコ的）立場との対照である。
あるいは、上方落語の継承について、初期の小草若や後
の喜代美のように、積極的にタレント活動をして落語の存
在をアピールする（エーコ的）立場と、草々のように、師
匠の芸を忠実に受け継ぎ、正統な古典落語を地道に追求す
る（ビーコ的）立場との対照である。これらがシンクロし
ながらストーリー上絡み合うことになる。
このさまを、【図表３】としてまとめた。喜代美が清海
にコンプレックスをもちはじめる「対立期」、喜代美の方
が表舞台で活躍するようになる「逆転期」、そして二つの
世界が融和する「融和期」の三つの時期に分けている。
なお、スピンオフにおいても、四草が自分の生活に不自
由ない生い立ちを本名と同じシノブという人物と比較し
（対立）、もう一人のシノブの方が幸せではないかと羨み
（逆転）、自分にも「ふるさと」となるべき兄弟があること
に気づく（融和）、という本編と同じ過程を辿るストーリー
が構成されている。
こうした、コンプレックスを伴う対照は、何組かの「兄
弟」間の関係においても、やはりシンクロするかたちであ
らわれている。
喜代美が聡明な弟・正平を頼りにしながらもひけめを感
じているのもその一つである。
そして、擬似的な兄弟としてではあるが、草々は、いかに
草若を敬愛しようと、実子である小草若に勝る寵愛を受ける
ことはできない、と思いこんでいるのに対し、小草若は自分
が草若の実子であるのに、単なる弟子である草々の方が落語
の実力もあり、草若にも期待されている、と思いこんでやは
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りひけめを感じており、それがこの二人の兄弟弟子間の諍い
の原因にもなる一方で、絆の大本にもなっている。
そして、小次郎もまた、円周率を百桁も暗誦できるほど
頭がよく、また父・正太郎の塗箸の正統な後継者でもある
兄・正典に対して劣等感をもっている。それを名前に絡め
て語る場面を（７）に引く。
（７）第20週火曜日（第111話）６′37″～ 11′ 39″
大阪・「北天満中央病院」草若の病室
小次郎「師匠。…わしのー、父親はぁ、正太郎いーま
すねん。ふで兄ちゃんは、正典。んん。ほやけどぉ、
わしの名前は小次郎いーますねん。正平もー、兄ちゃ
んから一字もらいよったしー、和田家の男子のなか
ではー、正しいって字がー、付いてへんのはー、わ
しだけなんですわー。まぁ、どうせ、私はー、正し
くない人間ですよー、へあっ、和田家の厄介もんで
すよーって。（少し涙ぐむ） …兄ちゃんがー、うち出
てった時に、いっぺんだけわしもやろー思たんです
わ、…塗箸を。ほやけど、わし不器用やしー、お父ちゃ
んもー兄ちゃんの時ほどー、そんなにー、きつーは、
教えませんでした。…兄ちゃんがー、まる十年。う
ち空けとったけど、わしはー、三十年間、ずーっと
ずーっとー、親父と一緒やったんですわー。ほやけ
んどー、親父とのー関係はー、兄ちゃんの方が、ずうっ
とずっとー、濃かったんですー。臨終のー時かてぇ」
〔小次郎の回想・略〕
小次郎「やっぱりぃ～、最後はー、兄ちゃんに、言葉
をかけてー。母ちゃんの顔見て、目ー閉じました。（涙
を拭う） …すいませんなぁ、あのー、おもろい話
はなし
しよ思て、話しかけとったんけど」
草若「いーやー。話しかけたかったんや思まっせー。
小次郎はんにもー」
小次郎「はっ、いやー」（首を傾げて笑う）
草若「いや言
い
お思た途端、時間切れーって、言よった
んでっしゃろな死神の奴が。ぁそーゆーとこ容赦お
ませんよって。おまえはこちょこちょ、塗箸みたい
なもん作らんでええ、もっとおもろいことして生
きぃ、おまえらしゅぅ、のびのび自由に生きぃてぃ、
…お父さん、そない言ーたかったんやと思いますわ」
小次郎「ほやろかー」
事項 エーコ的世界 ビーコ的世界
???
学校時代 学園のスターで常にスポットライトを当てられる主役（清海）
脇役・裏方に甘んじ、このままではいけないと焦
る（喜代美）
塗箸の継承（１）大量生産し安価な塗箸を大衆に拡げる（清海の父・秀臣）
伝統的な手作りの技を磨き、工芸品としての塗箸
を極める（喜代美の父・正典）
落語の継承（１）タレントとして人気を博し、落語の裾野を拡げる（清海とテレビの仕事をする小草若）
師匠の落語の継承にこだわり極めようとする（喜
代美と草若邸に住む草々）
好意をもってく 草々。喜代美の思いに気づかず清海と相思相愛に 小草若。喜代美は異性としての興味を示さないが
???
れた相手 なるが別れる 常にいたわってくれる
夢を追うこと 喜代美、夢を叶え落語家になり、念願のステージでスポットライトを浴びる立場になる
清海、報道キャスターの夢のため初めて親に逆ら
い恋も振り切って東京へ去る
弟子としての立
場
草々は実力で勝っても、小草若の草若との血のつ
ながりに勝てないと感じる
小草若、実子であるだけに、売れなくても草若の
愛情を受けるが、自分の落語に迷いをもつ
落語の継承（２）喜代美、テレビタレントとして落語の裾野を拡げ、多額の収入を得る
草々、あくまで正当派古典落語を追求すれば客は
ついてくると信じ精進する
塗箸の継承（２）経済的な基盤確保のため、秀臣との提携を勧める糸子
秀臣は親の仇・商売敵として手を結ぼうとせず独
り精進する正典
帰郷 喜代美、小浜の生んだスターとして故郷に錦を飾る 清海、夢に挫折し結局親の言うとおりにしか生きられず焦る
???
新たな途の模索 清海、塗箸の仕事にやりがいを見いだす 喜代美、おかみさんとして弟子を育成
塗箸の継承（３）正典、秀臣と手を組み、清海に伝統塗箸を教える 秀臣、伝統塗箸への思いを語り、正典・小梅と和解
落語の継承（３）清海、小草若を後押しすることで喜代美を救う 喜代美、塗箸イベントへの出演で清海を救う
最終的な生き方 清海、社長となり、常打ち小屋を支援しつつ草若（四代目・小草若改め）と交際
喜代美、草々の子を生み、ひとにライトを当てる
仕事の素敵さに気づき、「おかあちゃん」になる
（スピンオフ） 四草、才覚にも経済的にも恵まれるが、根っこのなさに不安、しかし兄弟子らの愛に気づく
もう一人のシノブは貧乏で母も早く死んだが、あ
る意味で幸福だと四草は思う
【図表２】各週のあらすじ（本編後半及びスピンオフ）
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（１）
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草若「私が保証します。…おそらくー、小次郎さんの
小は、小梅さんの小。郎はぁ正太郎さんの郎。お父
さんとお母さんから、一
ひと
文字ずつ、取りはったんや
と思いますわ。うちもー、仁志の名前付ける時そな
いしましたさかい、よーぅ分かります。可愛てしょー
がなかったんですぁ」
小次郎「（ほっとした顔で）それやったらぁ、梅次郎
かなんかにしてくれへんかったらよぅ分からんわ」
草若「（一緒に笑って）そら確かに」
確かに〈梅次郎〉という名前が付けられていれば、視聴
者もすぐに（劇中の）命名由来が分かったはずだが、小次
郎とすることで、この場面までその両親の思いを覆い隠し
ていたわけであり、巧みな命名である。
しかも、これに絡んで息子である小草若に対する草若の
思いもさりげなく語られている。草若は、（８）のように、
別の場面で小草若に対する親と師匠と両方の立場が複雑
にないまぜになった愛情と懸念を、明確に語っている。
（８）第18週金曜日（第102話）９′20″～ 10′ 32″
小浜・和田家居間
草若「小草若には、小草若に合
お
ーた落語の形がある思
いますねん」
糸子「はぃ」
草若「そやけど、この先も、私の息子やゆーことが、あ
いつの重荷になるような気がしてなれへんのですぁ」
糸子「…ほんでも。…嬉しかったですやな。…小草若
ちゃんが師匠とおんなじ落語家になるー言
ゆ
ぅた時。
…ほーですやろ？」
（草若、もの思う表情）
〔草若の回想。大阪・草若邸・昭和 55 年春、小草若が
入門を願い出た直後〕
草若「（内弟子部屋に向かって平然とした調子で）おー
い、そろそろ稽古しよかー」
（草若、うって変わって満面の笑みで小走りに稽古場
へ駆け込む）
草若「ふ、ししゅしゅ（笑い声）」
志保「（草若のようすに驚いた顔で）師匠…」
草若「（相変わらず嬉しそうに志保の手をとると）仁
志が落語家になる言
い
よった」
志保「（驚いた顔）えー？」
草若「俺とおんなじ落語家になる言よったっ！」
志保「（やはり笑顔になって）あーっ、しっしょーう！
よかったー」
（抱き合って背中を叩き合う二人）
〔回想終わり〕
草若「（笑顔になって）そらもー…」
糸子「（一緒に微笑み）ほしたらぁ。それでえーです
やな」
（得心したように頷く草若）
しかし、その草若の思いを小草若は知らない。そして、
草若の息子であり後継者として期待されることによる重圧
が、この後（草若の死後）のストーリーのなかでも、長く
彼を苦しめる。その苦しみには、兄弟弟子である草々に対
する劣等感が深く関わることとなり、その点で小次郎と小
草若の苦悩は、その命名のあり方とともにシンクロする。
なお、この他に、ドラマのメインストーリーと劇中に
折り込まれている落語（そのストーリー解説劇中劇も含め
て）とのシンクロが、人物名称と符合していることも『ち
りとてちん』の特徴としてある。例えば、先に挙げた糸子
の他、小浜観光協会の竹
たけ
谷
や
（落語「ちりとてちん」の竹
たけ
）、
順子の父である幸
こう
助
すけ
（落語「胴乱の幸助」の幸
こう
助
すけ
）などで
ある。しかし、これは公式資料などに詳述されていること
でもあり、本稿での言及・検討は省略する。
本稿まとめと展望
以上のように、人物名称と作品構想の関連について考察
し、「同じ名前」というモチーフと作品世界の重なりにつ
いて明らかにした。
紙幅の都合もあり、人物呼称についての検討は、次稿に
ゆずることとしたい。呼称に関する考察を重ね合わせるこ
とで、さらに作品構想解明の網の目を細かくできるはずで
ある。
